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日本*3における男性社員の 
育児休業等取得率

売上高

（億円）

12,000

4,000

2,000

6,000

10,000

8,000

0
2023

8,718

2024

9,258
9,973 9,980

2025 2026
（見通し）

(FY)

CAGR約1.7%*1

調整後EPS*2
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対象の途上国・地域における 
大腸がん関連のトレーニング開催数
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医療従事者を対象とした大腸がん関連の 
オンライン／ハイブリッド型トレーニング開催数
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温室効果ガス排出量 
（Scope1、2*4）
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調整後営業利益率*2

調整後営業利益（左軸） 調整後営業利益率（右軸）
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*1  FY2023を起点に為替前提を固定して算出
*2  特殊要因調整後
   その他の収益および費用等を除く
   為替レート変動による影響は調整せず、実際の為替レートを使用

*3  オリンパス株式会社における男性育児休業等取得率
*4  Scope1：敷地内における燃料の使用による直接的な温室効果ガス排出
 Scope2：敷地内で利用する電気・熱の使用により発生する間接的な温室効果ガス排出
*5  カーボンニュートラル：自社事業所からの温室効果ガス排出量（Scope1,2）を削減し、残存する温室効果ガス排出量に相当する量をカーボンクレジットで相殺し全体としてゼロとすること

（注）売上高・調整後営業利益率・調整後EPSは、科学事業、整形外科事業の売上高を除く継続事業の金額を表示しています
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